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横浜市仏向地域ケアプラザ

中村 美奈

走る小さな居場所

仏向ふれあいワゴン ～地域の夢の実現へ向けて～



1．仏向ふれあいワゴンとは

山坂が多く、バス便も少ない仏向地区にお住まいの高齢者

の困り事は①庭の手入れ②通院③買物。特に帰りの坂道

を重い荷物をもって帰るのは一苦労

仏向地区全体を二つに分けて、地区内の山坂をカバーするようにお買い物ワゴンを走らせるこ
とに。運営にあたっては、仏向地区社会福祉協議会が主体となり、仏向地区連合町内会が
支援。横浜市仏向地域ケアプラザは事務局として協力している。

仏向地区の一番の課題である、移動の問題を地域で解決するため

に、仏向地区社協や自治会の代表による検討会が発足。地域ケア

プラザや区役所、区社協の協力を得て移動支援に乗り出します。
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２．これからのビジョン
１
．
買
物
以
外
の
利
用
～
地
域
の
足
と
し
て
～ • 買物以外にもイベント

等の際、送迎を実施。

その他、自治会に無料

で貸出等、地域の足と

して少しずつ確立して

きている。これからは、

ケアプラザや地域のサ

ロンの往復も視野に入

れ、将来的には、だれ

もが乗車できる巡回運

行も実現したい。

２
．
車
を
保
有
し
続
け
る
た
め
に • トヨタ・モビリティ基金の

助成で購入した車両

のおかげで、事業が成

立。事業継続のために

も、次の世代のために

車両の積立が必要と

いう意見から、積立を

開始。今の車両もボラ

ンティアが中心となりメ

ンテナンスをしっかりして

いる。

３
．
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築 • 保土ケ谷区内は起伏

の激しい地域が多く、

同様の課題を持ってい

る地域が近隣に多々

ある。そういった地域と、

ノウハウと車両をシェア

し、小さい単位での移

動支援を転々と広げる

ことで、交通の課題解

消に取り組む。



ご清聴ありがとうございました


